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序

　

　史跡恒川官衙遺跡は、奈良時代から平安時代にかけて信濃国の最南に位置した伊那郡を治めていた役

所「伊那郡衙」が所在していた遺跡です。

　飯田市教育委員会では、昭和 52 年から始まった一般国道 153 号座光寺バイパス工事に先立つ発掘調

査の成果として恒川遺跡群内に伊那郡衙が設けられていたことが有力になったことから、昭和 57 年度

より国・県の補助を受け、伊那郡衙の実態を解明するための調査を継続して行ってきました。そして、

平成 25 年 7 月に、これまでの発掘調査の成果やそれらの学術的な評価に基づき、さらには、指定地に

権利を有する方々の同意と地域住民の皆様の理解をいただいて、恒川官衙遺跡の史跡指定に関する意見

具申を行い、平成 26 年 3 月に文部科学大臣より史跡指定を受けるに至りました。

　史跡恒川官衙遺跡では、正倉や正倉院を区画する溝、厨または館と推定される建物など伊那郡衙を構

成する遺構がこれまでに確認されています。そして、陶硯・墨書土器・瓦・炭化米など郡衙を特徴付け

る遺物もたくさん出土しています。さらに、史跡恒川官衙遺跡は、近江国から上野国・下野国を経て陸

奥国に至る令制東山道の中で最大の難所であった神坂峠を越えて最初に通過する地にあって、東国への

玄関口としての立地特性を持った、律令国家による地方支配の実態を知る上でも重要な遺跡です。

　飯田市教育委員会では、史跡恒川官衙遺跡を後世に適切に伝え活用を図るために、平成 26・27 年度

の 2ヵ年で「史跡恒川官衙遺跡保存活用計画」を策定しました。そして、引き続き平成 28・29 年度の

2ヵ年で史跡公園整備のための整備基本計画を検討してきました。策定にあたり、座光寺地域から委員

を選出いただき地域住民の意見・要望の反映に努めたところです。本整備基本計画は、保存活用計画に

おいて明らかにした史跡恒川官衙遺跡の主要な価値や副次的な価値及びそれらの構成要素を適切に保存

し、活用するための史跡公園整備方針について、基本的な内容を定めたものです。

　飯田の地は、古来より本州の東西を結ぶ内陸交通の要衝に位置し、東西日本の結節点となっていまし

たが、2027 年のリニア中央新幹線開通や三遠南信自動車道整備など高速交通網の整備によってこれま

で以上に人や文化の交流が盛んになると考えられます。その新たな大交流時代に向けて、グローバルな

視野や感性とともにふるさと飯田に誇りと愛着を持つ人材の育成が求められています。史跡恒川官衙遺

跡が、ふるさと学習や地域内外の人々の交流など、人づくりやまちづくりにおける飯田の地の特色や魅

力を表す貴重な歴史文化資産の一つとして、今後より多くの皆さんに活用していただくことを切に望む

ところです。

　最後になりましたが、本整備基本計画策定にあたり、多角的な視点で充実したご議論をいただいた史

跡恒川官衙遺跡専門委員会の皆様、専門的な見地から指導・助言をいただいた文化庁文化財部記念物課

及び長野県教育委員会事務局文化財・生涯学習課の関係職員の皆様に感謝申し上げます。

　平成 30 年 3 月

飯田市教育委員会

教育長　代田　昭久
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例　言

1．本書は、長野県飯田市座光寺に所在する史跡恒
ごん

川
が

官
かん

衙
が

遺跡の整備基本計画策定書である。

2．本事業は、飯田市教育委員会が事業主体となり、平成 28・29 年度の 2ヵ年にわたり、国宝重要文化

財等保存整備費補助金を受けて実施した。

3．事業実施にあたっては、飯田市文化財保護条例に基づき「史跡恒川遺跡専門委員会」を設置し、文

化庁文化財記念物課、長野県教育委員会事務局文化財・生涯学習課の指導助言を受けて協議を重ね、

飯田市教育委員会が策定した。

4．史跡恒川官衙遺跡専門委員会の委員等については「第Ⅰ章 4節（2）組織」に示している。

5．本書における建物跡の遺構記号は（財）長野県埋蔵文化財センターに準拠し、「ＳＴ」を用いている。

6．本書の図は、飯田市所管の 1/10,000 飯田市地形図及び 1/2,500 飯田市都市計画基本図を使用して調

整したものである。

　　【承認番号】29 飯地計第 231 号及び 26 飯地計第 184 号

7．本計画の策定に係る事務は、飯田市教育委員会生涯学習・スポーツ課文化財活用係が行った。
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